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１．システムの概念

１） 次世代道路サービス提供システムの概念

・ 共同研究応募にあたっては、次世代道路サービス提供システムの、①通信関連、②路側機、
③車載器への要件を念頭において提案頂いた

・ 共同研究応募にあたっては、次世代道路サービス提供システムの、①通信関連、②路側機、
③車載器への要件を念頭において提案頂いた

③車載器 ②路側機

①通信関連
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①通信関連

・ 日本における5.8GHzＤＳＲＣ規格、および関連する技術文書等に準拠したシステムを構築
・ 将来の国際標準化に対応出来るよう考慮

・ 日本における5.8GHzＤＳＲＣ規格、および関連する技術文書等に準拠したシステムを構築
・ 将来の国際標準化に対応出来るよう考慮

２） 次世代道路サービス提供システムの構成

１．システムの概念

通信の仕組に関する仕様

（ISO/TC204）

電波無線仕様

（ITU-R）

平成12年

平成9年

平成13年

平成16年

平成15年

平成14年

国際標準

国内標準

ARIB
STD-T55策定

ARIB
STD-T55策定

ARIB
STD-T75策定

ARIB
STD-T75策定

ITU-R
M.1453策定

ITU-R
M.1453策定

ITU-R
M.1453改訂

ITU-R
M.1453改訂

提案

提案

ARIB
STD-T88策定

ARIB
STD-T88策定

ITU-R
M.1453改訂

ITU-R
M.1453改訂

ISO/TC204
新規提案

ISO/TC204
新規提案

提案 提案

ＥＴＣの通信方式
として規格策定

多様なサービスに
対応するため
通信方式を改良

多様なサービス起動
の仕組みを追加

ISO/IEC 15628 
策定予定

ISO/IEC 15628 
策定予定
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１．システムの概念

②路側機
２） 次世代道路サービス提供システムの構成

・ 公共駐車場、道の駅、道路上等に路側機を設置し、車載器との通信により各種道路サービスを
提供
・ 路側機は、サービスに応じたアプリケーションソフトウェアを実装

・ 公共駐車場、道の駅、道路上等に路側機を設置し、車載器との通信により各種道路サービスを
提供
・ 路側機は、サービスに応じたアプリケーションソフトウェアを実装

DSRCアンテナ
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１．システムの概念

③車載器
２） 次世代道路サービス提供システムの構成

・ ドライバーへの情報提供、ドライバーからの要求受付のインターフェースの役割を持つ
・ 多様なサービスを共通の車載器により提供、様々なサービスに対応する基本的な共通機能を搭載
・ ＥＴＣも次世代道路サービス提供システムの一部として利用可能
・ 5.8GHzＤＳＲＣ以外にも、携帯通信網や無線ＬＡＮなど複数の通信手段と連携を視野に入れる

・ ドライバーへの情報提供、ドライバーからの要求受付のインターフェースの役割を持つ
・ 多様なサービスを共通の車載器により提供、様々なサービスに対応する基本的な共通機能を搭載
・ ＥＴＣも次世代道路サービス提供システムの一部として利用可能
・ 5.8GHzＤＳＲＣ以外にも、携帯通信網や無線ＬＡＮなど複数の通信手段と連携を視野に入れる

道の駅等情報接続
サービス

道路上における情報提供
サービス

複数通信手段と連携可能

  

ETCも利用可能
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１．システムの概念

３） サービス提供に必要となる共通機能

・ 共通機能をモジュール化し、その組合せにより、個別サービスの実現が可能・ 共通機能をモジュール化し、その組合せにより、個別サービスの実現が可能

共通機能のモジュール化

これらの共通機能の組合せにより、個別サービスを実現

例えば・・・

○

○

○

セキュリティ

機能

○○○○道路上での情報

提供サービス

○○○○○道の駅等情報

接続サービス

○○○○○公共駐車場

決済サービス

プッシュ型

配信機能

ＩＣカード

アクセス機能

車両・個人

識別機能

蓄積機能基本指示

機能

通信機能共通機能

通信機能通信機能 基本指示
機能

基本指示
機能

蓄積機能蓄積機能
ＩＣカード
アクセス機能

ＩＣカード
アクセス機能

プッシュ型
配信機能

プッシュ型
配信機能

セキュリティ
機能

セキュリティ
機能

車両・個人
識別機能

車両・個人
識別機能

サービス例
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２．共通機能要件

①通信機能

・ ＩＰ通信を利用できるとともに、動的なアドレス割当てへの対応が可能
・ 非ＩＰ通信を利用した一対一通信、及び同報された情報の受信が可能

・ ＩＰ通信を利用できるとともに、動的なアドレス割当てへの対応が可能
・ 非ＩＰ通信を利用した一対一通信、及び同報された情報の受信が可能

路側機

アンテナ

車載器

ＩＰ通信／非ＩＰ通信
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２．共通機能要件

②基本指示機能

・ 路側機からの指示情報に応じて、車載器からドライバーへの適切な情報提供が可能
・ 車載器は、ドライバーの動作によって表明された意志を路側機に伝達することが可能

・ 路側機からの指示情報に応じて、車載器からドライバーへの適切な情報提供が可能
・ 車載器は、ドライバーの動作によって表明された意志を路側機に伝達することが可能

サービスを選択してください。

　　　道路情報提供

　　　観光地検索

　　　宿泊情報提供

観光地検索

検索したい観光地の地名を
入力してください。

入力画面へ

路側機から伝達された情報を
車載器にて表示・再生

ドライバーからの入力情報を路側機に伝達
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２．共通機能要件

③蓄積機能

・ 路側機は、車載器の具備する不揮発性メモリへの情報の書き込み、読み出しを行うことが可能
・ 上記の不揮発性メモリへのアクセス管理が可能

・ 路側機は、車載器の具備する不揮発性メモリへの情報の書き込み、読み出しを行うことが可能
・ 上記の不揮発性メモリへのアクセス管理が可能

書き込み

読み出し

アクセス管理
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２．共通機能要件

④車両・個人識別機能

・ 車載器に、外部で生成されたＩＤ等の情報の登録が可能
・ 路側機は、車載器に登録されたＩＤやＩＣカードの情報を読み出し、車両や個人の識別が可能

・ 車載器に、外部で生成されたＩＤ等の情報の登録が可能
・ 路側機は、車載器に登録されたＩＤやＩＣカードの情報を読み出し、車両や個人の識別が可能
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２．共通機能要件

⑤ＩＣカードアクセス機能

・ 路側機は、車載器に挿入されたICカードへの情報の書き込み、読み出しが可能・ 路側機は、車載器に挿入されたICカードへの情報の書き込み、読み出しが可能
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２．共通機能要件

⑥プッシュ型配信機能

・ 路側機は、音声、画像、文字情報などのサービス情報を車載器に送信可能
・ 車載器は、受信した上記の情報に応じた適切な処理を自動的に実行可能
・ 上記に関連し、IP通信と連携したサービスの提案も妨げない

・ 路側機は、音声、画像、文字情報などのサービス情報を車載器に送信可能
・ 車載器は、受信した上記の情報に応じた適切な処理を自動的に実行可能
・ 上記に関連し、IP通信と連携したサービスの提案も妨げない

道路交通情報の送信道路交通情報の送信案内・注意情報の送信案内・注意情報の送信

  
ようこそ、名城公園駐車場へ！

ただいまの時刻　2004/10/20 13:00

駐車料金　　¥300／時間
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２．共通機能要件

⑦セキュリティ機能

・ 路車間で送受する情報のセキュリティ確保が可能
・ セキュリティ処理に用いる鍵の登録が可能
・ セキュリティ処理に係るアルゴリズム、鍵の漏洩を防止可能

・ 路車間で送受する情報のセキュリティ確保が可能
・ セキュリティ処理に用いる鍵の登録が可能
・ セキュリティ処理に係るアルゴリズム、鍵の漏洩を防止可能

暗証番号を入力します。

セキュリティ処理を行いますか？

はい いいえ
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３．付属的な課題

①外部機器との接続性

・ 次世代道路サービスでは車載器がカーナビや携帯電話等の外部機器と連携することが必要
・ そのため、外部機器と接続可能なインターフェース、外部機器との情報交換、機能の相互利用に
ついても検討

・ 次世代道路サービスでは車載器がカーナビや携帯電話等の外部機器と連携することが必要
・ そのため、外部機器と接続可能なインターフェース、外部機器との情報交換、機能の相互利用に
ついても検討

②サービス実現に必要なソフトウェア等の追加・更新等の仕組み

・ これまでに示したサービス、共通機能に係るソフトウェアやデータの追加・更新が必要
・ そのため、路側機、車載器ともソフトウェア等の追加・更新等の管理を可能とする仕組みを検討

・ これまでに示したサービス、共通機能に係るソフトウェアやデータの追加・更新が必要
・ そのため、路側機、車載器ともソフトウェア等の追加・更新等の管理を可能とする仕組みを検討

③携帯電話網、無線ＬＡＮなどのメディアにも接続・通信できる仕組み

・ 将来のＩＴＳサービスにて携帯電話網、無線ＬＡＮなど多種多様な通信メディアの利用も想定
・ そのため、様々なメディアを利用したサービスを１つの車載器で実現できる仕組みを検討

・ 将来のＩＴＳサービスにて携帯電話網、無線ＬＡＮなど多種多様な通信メディアの利用も想定
・ そのため、様々なメディアを利用したサービスを１つの車載器で実現できる仕組みを検討
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